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「ママ、パパがじゅうきにのってたすけに行ったよ。」 

テレビのニュースでトンネルにじゅうきにのってたすけに行く人を見ました。ぼくは、その人を自

分のパパだと思ったのでした。 

 ぼくのパパは、じゅうきにのってどうろをつくったり、ダムをつくったりするしごとをしていま

す。どしゃくずれがおきないように山をけずったり、川を広げたりします。大雨でどしゃくずれが

おきたときは、よ中でもたおれた木や土をてっきょしに行きます。休みの日には、パパにげんばに

つれて行ってもらい、いろんなことを教えてもらいます。ぼくはじゅうきがすきなので、いつもま

近で見せてもらいます。 

 ８月５日、ふくいけんやしがけんできろくてきな大雨がふりました。川の水がはんらんして町が

どろ水であふれているのをニュースで見ました。そして、どしゃくずれがおきてトンネルにどしゃ

がながれこんで、車がうごけなくなっているのも見ました。ぼくはこわくてびっくりしました。も

し、トンネルにとりのこされたらどうしよう、いえの中から出られなくなったらどうしようと思い

ました。 

そんなとき、またニュースでじゅうきがトンネルの外でどしゃをとりのぞくさぎょうをすると言っ

ていました。ぼくはそれを見て、ぼくのパパがたすけに行ったのだと思いました。 

「ママ、パパがじゅうきにのってたすけに行ったよ。」 

とママに教えました。ママは、 

「そこはあっくんがすんでいるかごしまけんではないから、じゅうきにのっている人はパパじゃな

いよ。だけど、パパと同じしごとをしている人がたすけに行ったんだね。」 

と教えてくれました。また、さぎょうをしているじゅうきのすぐ近くでもにごったどろ水がすごい

いきおいでながれていると知りました。こわい思いをしながら、車をすくうためにどしゃをとりの

ぞくさぎょうをしている人がいるのだと思うと、「かっこいいな。ぼくも人びとのいのちをまもる

パパみたいなおしごとをしたいな。」と思いました。 

 てっきょさぎょうがおわり、とりのこされていた車もトンネルから出ることができたとニュース

で知り、あんしんしました。 

 ぼくの町でもおこるかもしれないどしゃさいがい。ぼくのいえも川や山の近くにあるので、いつ

川がはんらんしたり、どしゃくずれがおきたりするのか分かりません。でも、パパやパパと同じし

ごとをしている人たちが、町の人びとのあんぜんをまもるために日ごろからたいさくをしたり、ど

しゃくずれのときによ中でも大雨の中でさぎょうをしたりしていて、本とうにかっこいいし、たの

もしいなと思います。 

 ぼくもパパみたいに人びとからたよりにされる大人になりたいと思います。 

 


